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１ 企業部門の堅調さが継続したものの、回復の動きに一服感がみられた愛知県経済  

2024 年の本県経済は、企業収益は過去最高を更新するなど企業部門は堅調さを維持し、家計部門も春季労使交

渉において 33年ぶりの賃上げ水準が実現し、個人消費も持ち直しの動きが続いた。一方、１人当たりの名目賃金

は前年を上回ったものの、実質賃金は前年を下回る等、回復の動きに一服感がみられた。 

鉱工業生産指数が低下し、企業倒産件数及び負債総額が増加したものの、輸出が増加し、さらには企業収益が増

収となった。 

雇用情勢は落ち着いた動きがみられ、公共工事費は増加し、新設住宅着工戸数は減少した。 

こうした経済の動きは、25 年に入ると、米国の関税引上げという逆風に見舞われながらも、内需を中心とした

緩やかな回復が続いた。 

 

 

２ ２年ぶりに低下した鉱工業生産 

2024 年の本県の生産活動は、化学・石油・石炭工業等の業種で上昇したものの、輸送機械工業、電気・情報

通信機械工業、鉄鋼・非鉄金属工業等の業種で低下したことにより、鉱工業生産指数は前年比 4.0％の低下とな

り、２年ぶりに前年を下回った。 
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資料：愛知県統計課「あいちの景気動向」、内閣府「景気動向指数」
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あいちの経済（2024 年度 愛知県経済の動向） 概要版 

鉱工業生産指数の推移（愛知県） 

注）年間の指数は原指数、月別の指数は季節調整済指数 

資料：愛知県統計課「愛知県鉱工業指数」 

景気動向指数一致 CI（Composite Index）の推移 

年 
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３ 設備投資は、製造業、非製造業ともに増加 

2024年度の東海地域（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県）の大企業・中堅企業の設備投資は、全産業で前年度比

12.5％増と４年連続で増加となった。内訳をみると、製造業では同 12.6％増と４年連続で増加し、非製造業も同

12.2％増と３年連続で増加となった。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 東  海 全　国 東  海 全　国 東  海 全　国

全 産 業 14.3 7.4 12.5 9.8 100.0 100.0

製 造 業　 18.3 13.2 12.6 5.0 66.8 31.5

食品 △ 29.4 18.8 △ 42.1 △ 5.7 0.4 1.3

繊維 2.3 0.7 △ 25.3 13.1 0.2 0.2

紙・パルプ △ 47.1 2.5 △ 4.6 11.3 0.4 0.7

化学 10.8 △ 2.1 55.3 9.0 4.1 5.6

石油 △ 59.1 △ 31.6 41.3 52.6 0.2 1.1

窯業・土石 19.9 △ 0.7 10.8 26.8 2.3 0.9

鉄鋼 6.8 5.7 35.8 16.9 2.1 3.3

非鉄金属 15.0 49.7 △ 16.5 △ 3.3 1.2 1.9

一般機械 14.9 4.6 △ 0.9 △ 18.4 2.5 2.2

電気機械 19.9 14.6 △ 30.9 △ 11.9 2.3 3.2

（電子部品等）  (28.6) （15.9） (△36.0) (△20.8)  (1.6) （2.1）

精密機械 50.2 31.2 △ 10.3 20.0 0.5 1.2

輸送用機械 24.6 30.9 15.5 11.9 48.6 8.5

（自動車） （25.3） (31.7) （15.2） (10.1)  (48.5) （8.2）

その他製造業 △ 12.4 30.3 26.1 △ 6.3 2.0 1.5

非製造業 7.5 4.6 12.2 12.2 33.2 68.5

建設 △ 51.1 △ 22.0 114.3 27.3 0.6 3.3

卸売・小売 24.2 15.1 39.0 0.0 3.7 6.5

不動産 9.1 6.7 △ 34.7 2.6 1.1 9.3

運輸 27.9 18.4 2.8 12.2 6.3 17.1

電力・ガス △ 3.7 △ 1.7 10.2 16.2 15.5 14.9

（電力） (△3.6) (△3.2) （12.1） (17.5)  (13.0) （13.2）

（ガス） (△3.9) (10.1) （1.2） (6.9)  (2.5) （1.7）

通信・情報 △ 6.6 △ 4.3 14.7 21.6 0.9 12.4

リース 22.0 12.9 8.1 △ 14.1 0.7 1.7

サービス 33.5 8.5 32.3 27.0 4.3 3.0

その他非製造業 4.4 △ 18.4 △ 28.9 △ 8.1 0.0 0.2

対前年度増減率（％） 構成比（％）

2023年度　実績 2024年度　実績 2024年度

東海地域及び全国における大企業･中堅企業の設備投資動向 

注）構成比は、設備投資実績額から算出している。 

資料:株式会社日本政策投資銀行東海支店「東海地域設備投資計画調査」 

資料：株式会社日本政策投資銀行東海支店「東海地域設備投資計画調査」 

 東海地域における設備投資増減率の推移（前年度比） 

年度 
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注）給与住宅とは、企業や官公庁等が給与の一部として与える住宅（社宅や官舎等）をいう。 

資料：国土交通省「建築着工統計」 

 

0

1

2

3

4

5

6

7

8

2015 16 17 18 19 20 21 22 23 24

持家 貸家 給与住宅 分譲住宅

年度

４ ３年連続で減少した住宅建設 

2024年度の本県の住宅建設は、新設住宅着工戸数が 55,347戸となり、前年度比 2.6％減と３年連続で減少した。

利用関係別の内訳をみると、給与住宅（前年度比 310.2％増の 886戸）、持家（同 4.0％増の 15,980戸）は前年度

を上回ったものの、分譲住宅（同 10.5％減の 18,319戸）、貸家（同 2.9％減の 20,162戸）は前年度を下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ ２年ぶりに増加した公共工事 

2024 年度の本県の公共工事費は、公共土木費が２年ぶりに前年度を上回り、公共建築費も５年連続で前年度を

上回り、合計で前年度比 2.3％増と２年ぶりに増加となった。 
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新設住宅着工戸数の推移（愛知県） 

（万戸） 

（％） 

公共工事費の推移（愛知県） 

資料：国土交通省「建設総合統計年度報」 
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資料：経済産業省「商業動態統計調査」 
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６ 厳しい状況ながら持ち直しの動きが続いた個人消費 

2024 年の名古屋市の個人消費は、１世帯当たりの実収入、消費支出、非消費支出及び可処分所得は全て前年を

上回った。 

 

 

 

    
2020年 21年 22年 23年 24年 

前年比(％) 

    (23/24) 

全
国 

実収入 609,535 605,316 617,654 608,182 636,155 4.6 

消費支出 305,811 309,469 320,627 318,755 325,137 2.0 

非消費支出 110,896 112,634 116,740 113,514 113,586 0.1 

可処分所得 498,639 492,681 500,914 494,668 522,569 5.6 

名
古
屋
市 

実収入 619,880 573,548 639,823 571,793 672,365 17.6 

消費支出 312,857 287,377 352,413 317,434 327,674 3.2 

非消費支出 116,111 114,879 135,229 114,806 131,492 14.5 

可処分所得 503,769 458,669 504,594 456,987 540,873 18.4 

 

 

 

百貨店及びスーパーの販売額についてみると、百貨店は前年比 6.8％増（29,016 百万円増）と４年連続で増加

し、スーパーは同 2.4％増（23,796百万円増）と２年ぶりに増加した。その結果、合計では同 3.7％増（52,811百

万円増）と４年連続で増加となった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

１世帯当たり１か月間の収入と支出の推移 
（名古屋市･全国・二人以上の世帯のうち勤労者世帯） 

資料：総務省統計局「家計調査」 

（円） 

百貨店・スーパー販売額の推移（愛知県） 
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７ 落ち着いた動きがみられた雇用情勢 

2024 年の本県の雇用情勢は、完全失業率は３年連続で 2.0％となり、24 年度の有効求人倍率（新規学卒者を除

き、パートを含む。）は 1.28倍と２年連続で低下する等、落ち着いた動きがみられた。 
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完全失業率の推移（愛知県･全国） 

有効求人数･有効求職者数･有効求人倍率の推移（愛知県） 

注）新規学卒者を除き、パートを含む。 

資料:愛知労働局「最近の雇用情勢」 

資料:愛知県統計課「労働力調査」 

（ポイント、％） 

年 
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売上高 経常利益 売上高 経常利益

3.2 △ 5.0 0.9 △ 3.0

　食料品 1.2 12.6   建  設 8.6 26.4

　繊　維 △ 0.2 △ 60.9   不動産 14.2 23.1

  木材・木製品 △ 0.8 21.6 　物品賃貸 △ 5.6 5.8

　紙・パルプ 1.4 △ 2.3   卸  売 0.5 20.2

　化　学 △ 2.7 △ 4.6   小  売 7.3 10.7

  窯業・土石製品 5.5 11.3   運輸・郵便 5.5 16.7

  鉄　鋼 △ 2.5 △ 14.3 　情報通信 8.6 12.2

　非鉄金属 6.5 56.1 　電気・ガス △ 7.1 △ 47.8

  金属製品 4.6 8.3   対事業所サービス 2.6 12.8

　はん用機械 5.0 12.5   対個人サービス 5.8 5.6

  生産用機械 13.0 △ 30.4   宿泊・飲食サービス 10.0 21.2

  電気機械 1.1 101.0 2.5 △ 4.6

　自動車 3.3 △ 6.3

　その他輸送用機械 8.9 17.1

3.2 －

3.3 －

（前年度比  ％ ）（前年度比  ％ ）

製造業

内　　　　需

輸　　　　出

非製造業

全  産  業

８ ４年連続で増収となった企業経営 

2024 年度の東海３県の企業経営状況をみると、全産業では４年連続で増収となったが、労務費等のコスト上昇

や積極的な設備投資計上が織り込まれたこと等から、４年ぶりに減益となった。 

本県の企業倒産については、倒産件数、負債総額ともに３年連続で前年度を上回った。 
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資料:日本銀行名古屋支店「東海３県の企業短期経済観測調査結果」 

資料：株式会社東京商工リサーチ名古屋支社「東海三県下企業倒産動向」 

企業倒産の推移（愛知県） 

年度 
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資料：名古屋税関「管内貿易概況」

年

９ ４年連続で増加した貿易 

2024年の県内貿易港４港（名古屋港、中部空港、三河港、衣浦港）の状況は、輸出額は４港全てで増加し、４年

連続で増加となった。また、輸入額は名古屋港、中部空港の２港で増加し、４年連続で増加となった。 
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10 ４年連続で上昇した企業物価と３年連続で上昇した消費者物価 

2024 年度の企業物価（全国）は、エネルギーや原材料価格の高騰を背景に、コスト上昇分を価格転嫁する動き

が進み、４年連続で上昇した。 

消費者物価（名古屋市・総合）も、輸入物価並びに企業物価上昇の影響を受け家具・家事用品、エネルギー、食

料を中心に上昇傾向となり、３年連続で上昇となった。 
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資料：総務省統計局「消費物価指数」 

資料：日本銀行「企業物価」 

消費者物価指数（名古屋市・総合）の推移 

年度 


